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十和田→八甲田火山群→青森→秋田駒ガ岳

作年10月より11月初めにかけて上記の

ルートで旅をする機会がありましたので御紹

介致します。なお、編集委員の先生から急々

の依頼で少々あわてて書きましたので不備な

点が多いことをお許し下さい。

旅行の主目的は、十和田湖畔で開かれた日

本火山学会1970年度秋季大会とその前後

に行なわれた巡検会に参加することであった

が、9月18日に38年ぶりに噴火した秋田

駒ガ岳を見ることももう一つの目的であった。

秋田駒ガ岳については、その後多くの情報が

皆さんのお手もとについていると思うので、

おぎないながら読んで載ければ幸である。

なお詳しいことは後述の文献を御参照下さい。

（露1図）十脚】田･八甲田概要図（窟城・大池

球 磨農渡辺一徳

〔旅程〕（第1図参照）

(第2図）

10月29日（夜）玉名発→30日（夕）

東京着、同、上野発→31日（朝）好摩駅乗

りかえ→同（8時15分）十和田南着→同、

（10時過ぎ）十和田湖着、十和田湖見学（

（巡検A)、午後講演会o11月1日(9時

～18時）講演会、総会、シンポジウム、㈲

懇親会秋田駒ガ岳小集会2日（9時～18

時）講演。3日（9時～18時）十和田→八

甲田火山群→青森（巡検B)→盛岡(22時)。

4日、盛岡→秋田駒ガ岳→盛岡。同（夜）盛

岡発→5日（朝)上野着→同（夜)盛岡発→5日

（朝)上野着→同(夜)玉名着。

上記のようI弓ド常に強行軍であり帰着後か

なり疲れを感じた。

〔10月31日〕

十和田南駅に着いたのは8時15分頃であ
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職蒋'卿L

写真2

った。冷たい雨の降る中をバス停へ走る。昨

年浅間で会った人達と顔を会わせ、お互いに

挨拶を交わす。十和田湖へ入る発荷峠が雪の

為通れないとか通れるとかいう話しであった

が我々の乗り込んだ乗合バスは発車した。峠

は数センチの隣雪であったがたいしたことは

ない。峠で一時下車（この間パスは待つ）、

十和田湖が一望できる展望所であるが、ガス

の為に写真は撮れない。車は急なカルデラ壁

をジグザグに下だり湖畔に出る。湖に沿って

ほどなく、中山半島のつけ根、休屋に到着

会場-函る博物館ホテルで受付けを終え、カ

メラと巡検案内書を手に貸切船に乗り込tfo

湖上よりの見学が始まる。船は先ず休屋を出

て、西側の細長い中山半島に沿って進む。弘

前大の先生方の案内によれば、この半島は十

和田火山第2期のI噴出物で安山岩質玄武岩と

のことである。（第1表参照）溶岩の部分に

は見事な柱状節理が見える（写真1）。赤色

で凝灰角れき岩様の部分も見えるが船からで

はよくわからない。以然として小雨止まず、

写真撮影が難しい。やがて船は2つの半島に

かこまれた中ノ湖に入る。この中ノ湖は第2

期の噴出の後で陥没したか、または爆裂火口

の跡らしい。後日見学する1敗湖台を見上げる

湖面から200"を越える絶壁であり、ここ

も全部第2期のものとのことである。東側の

半島である御倉半島に近づく。ここは十和田

火山の第3期の安山岩とのことでドームの様

に見える（写真2）。船(淋屋に引き返す。

約1時間であったが非常に美しく雨が降らね

ば良い写真が撮れるのに悔まれた。

Ci0月31日（午後)→11月2日〕

この間の講演会は博物館ホテルで行われた。

この博物館は昭和28年に開かれたもので、

十和田湖の成因、地形、地質、動植物その

他の資料が展示されており、民間のものとし

ては大変立派なものである。特に1969年8

月に亡くなられた久野久先生の響かれた地質

図や解説図などが印象に残った。

2日半で50余りの訓演が行われ、活発な

討識§なされ燈内容については、地震に関

するも公年代測定に関するもの、マグマの

成因に関するもの、岩石化学に関するもの、

睡銅
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と採集をあきらめて引き返す組に分かれた。

私は少々不安になり引き返すことにし塩夕

方には麓のこま草荘にたどり着き、採集組さ

やや遅れて無事に着いた。それぞれに再会を

約して帰路につく。私は地質調査所の山田直

利、小野晃司の両氏と共に盛岡へ引き返し夜

行列車にて東京診、さらに5日のうちに玉名

に着くことができた。

最後に旅行中、切符、旅館の手配など大変

お世話になった地質調査所の小野晃司氏と、

f誠蚤けで採集された駒ガ岳の火山弾の貴重廷

サンプルを譲って下さった東大の大島缶に

心から感謝の意を表してペンを置く。

女岳は第3図に示す様に長径3A""、短径1.5

k脚のカルデラの北部にある中央火口丘の1つ

であり、カルデラ底からの比高は約200mで

ある。

早速カメラ、150ミリ望遠レン式三脚

を出して'噴火口に向けてセットする。カセッ

トレコーダーのスイッチを入れて爆発音の録

音をする。雪の中で十数分カメラの前に立っ

ているのは非常に寒く、指先が痛い。1回の

1鐸は数十秒間から数分であるが、強い時に

は火山弾を200～300mも吹き上げる（写

真9）。火山弾の落下範囲は一時は火口から

半径400"に及んだそうである。爆発は火道

中のマグマ柱の頭が冷えて膜がはったように

なりガスが貯えられて、やがて吹き破るので

ある。この噴火はストロン・ボリ式噴火として．

玄武岩質の粘性の低い溶岩に代表的なものと

されているが、今回の噴火による新溶岩の化

学分析によればSiO2が58～59%とのこと
である。溶岩流は図のようにカルデラ内に流

出しているが雪力積んでいなしも溶岩流のふ

ちに雪がついているが、その部分は、すっか

り冷えてしまったのであろう（写真10）。こ

の日後で採集に行った人達力溶岩流の上に登

ったら、まだ暖かかったそうである。

午後1時ころから急に雪になり、写真撮影

も難しくなったので下山準備。火山弾溶岩

の採集に行き登りと別のルートを下山する組
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